
一
頁

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
六
十
号

厚
生
年
金
基
金
令
（
昭
和
四
十
一
年
政
令
第
三
百
二
十
四
号
）
附
則
第
四
条
（
厚
生
年
金
基
金
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
八
十
一
号
）
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
年
金
保
険
法
第
八
十
五
条
の
二
に
規
定
す
る
責
任
準
備
金
に
相
当
す
る
額
の
算
出
方
法

に
関
す
る
特
例
（
平
成
十
一
年
厚
生
省
告
示
第
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
十
七
年
四
月
一

日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
十
六
年
九
月
二
十
九
日

厚
生
労
働
大
臣

坂
口

力

第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
附
則
第
四
条
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
厚
生
年
金
基
金
令
等
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
二
百
八
十
一
号
）
附
則
第
四
条
」
を
加
え
、
「
第
三
号
の
三
ま
で
及
び
」
を
「
第
三
号

の
四
ま
で
、
」
に
、
「
第
五
号
の
三
ま
で
」
を
「
第
五
号
の
四
ま
で
及
び
第
十
一
号
」
に
、
「
第
九
号
の
三
」
を
「
第

九
号
の
四
」
に
、
「
第
四
号
の
三
ま
で
及
び
第
六
号
」
を
「
第
四
号
の
四
ま
で
、
第
六
号
及
び
第
十
一
号
」
に
、
「
第

八
号
の
三
」
を
「
第
八
号
の
四
」
に
、
「
第
十
二
号
」
を
「
第
十
号
の
四
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
の
二
中
「
法
附
則

国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
四
号
。
以
下
「
平
成
十

第
三
十
条
第
一
項
」
を
「

六
年
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
附
則
第
三
十
条
第
一
項
」
に
、
「
次
号
」
を
「
次
号

及
び
第
三
号
の
四
」
に
、
「
法
第
百
三
十
九
条
第
七
項
」
を
「
平
成
十
六
年
改
正
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の



二
頁

法
第
百
三
十
九
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
の
三
中
「
基
金
（
平
成
十
五
年
四
月
ま
で
に
法
附
則
第
三
十
条
第

一
項
の
認
可
を
受
け
た
基
金
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
解
散
し
た
日
の
翌
日
（
法
附
則
第
三
十
条

第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
基
金
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
可
を
受
け
た
日
）
が
属
す
る
月
の
前
月
」
を
「
平
成
十
七
年
三

月
（
同
月
ま
で
に
平
成
十
六
年
改
正
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
附
則
第
三
十
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た

基
金
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
可
を
受
け
た
日
が
属
す
る
月
の
前
月
）
」
に
、
「
法
第
百
三
十
九
条
第
七
項
」
を
「
平
成

十
六
年
改
正
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
第
百
三
十
九
条
第
七
項
」
に
改
め
、
「
合
算
し
た
額
」
の
下
に
「

（
平
成
十
五
年
四
月
ま
で
に
平
成
十
六
年
改
正
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
附
則
第
三
十
条
第
一
項
の
認
可

を
受
け
た
基
金
に
つ
い
て
は
零
と
す
る
。
）
」
を
加
え
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
の
四

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
基
金
が
解
散
し
た
日
の
翌
日
（
法
附
則
第
三
十
二
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
基

金
に
あ
っ
て
は
、
当
該
認
可
を
受
け
た
日
）
が
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
期
間
に
係
る
各
月
の
分
の
掛
金
及
び
法

第
百
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
徴
収
金
の
う
ち
、
当
該
月
の
当
該
基
金
の
加
入
員
の
標
準
報
酬
月
額
及
び
標

準
賞
与
額
（
法
第
百
三
十
九
条
第
七
項
又
は
第
八
項
に
規
定
す
る
申
出
に
係
る
加
入
員
の
標
準
報
酬
月
額
及
び
標

準
賞
与
額
で
あ
っ
て
、
同
条
第
七
項
又
は
第
八
項
に
規
定
す
る
期
間
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
に
免
除
保
険
料
率

を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
に
、
当
該
月
の
翌
月
か
ら
当
該
基
金
が
解
散
し
た
日
の
翌
日
が
属
す
る
月
の
前

月
ま
で
の
期
間
に
応
ず
る
利
子
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
を
合
算
し
た
額
（
平
成
十
七
年
三
月
ま
で
に
平
成
十

六
年
改
正
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
附
則
第
三
十
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
基
金
及
び
平
成
十
七



三
頁

年
四
月
に
法
附
則
第
三
十
二
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
基
金
に
つ
い
て
は
零
と
す
る
。
）

第
一
項
第
四
号
中
「
法
附
則
第
三
十
条
第
一
項
」
を
「
平
成
十
六
年
改
正
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
附

則
第
三
十
条
第
一
項
」
に
、
「
か
ら
第
五
号
の
三
ま
で
及
び
第
九
号
か
ら
第
十
二
号
」
を
「
及
び
第
四
号
の
三
、
第
五

号
か
ら
第
五
号
の
三
ま
で
、
第
九
号
か
ら
第
九
号
の
三
ま
で
並
び
に
第
十
号
か
ら
第
十
号
の
三
」
に
改
め
、
同
項
第
四

号
の
三
中
「
連
合
会
が
解
散
し
た
日
ま
で
」
を
「
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

四
の
四

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
連
合
会
が
解
散
し
た
日
ま
で
の
間
に
法
第
百
六
十
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

当
該
連
合
会
が
老
齢
年
金
給
付
の
支
給
に
関
す
る
義
務
を
承
継
し
た
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
中
途
脱
退
者
が
老

齢
年
金
給
付
を
受
け
る
権
利
を
取
得
し
た
場
合
に
お
け
る
現
価
相
当
額
（
平
成
十
六
年
九
月
厚
生
労
働
省
告
示
第

三
百
五
十
八
号
。
以
下
「
平
成
十
六
年
告
示
」
と
い
う
。
）
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
（

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間
で
あ
っ
て
当
該
老
齢
年
金
給
付
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
基
金
の

加
入
員
で
あ
っ
た
期
間
（
法
附
則
第
三
十
二
条
第
一
項
又
は
平
成
十
六
年
改
正
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前

の
法
附
則
第
三
十
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
基
金
の
加
入
員
で
あ
っ
た
期
間
の
う
ち
、
当
該
認
可
を
受
け
た
日

の
属
す
る
月
以
降
の
期
間
を
除
く
。
）
に
係
る
も
の
に
限
る
。
第
五
号
の
四
、
第
九
号
の
四
及
び
第
十
号
の
四
に

お
い
て
同
じ
。
）
に
、
当
該
連
合
会
が
当
該
老
齢
年
金
給
付
の
現
価
相
当
額
の
交
付
を
受
け
た
月
の
翌
月
か
ら
当

該
連
合
会
が
解
散
し
た
日
の
翌
日
が
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
期
間
に
応
ず
る
利
子
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額



四
頁

を
合
算
し
た
額

第
一
項
第
五
号
の
三
中
「
基
金
が
解
散
し
た
日
ま
で
」
を
「
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
の
四

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
基
金
が
解
散
し
た
日
ま
で
の
間
に
法
第
百
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

当
該
基
金
が
老
齢
年
金
給
付
の
支
給
に
関
す
る
義
務
を
承
継
し
た
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
十
六
年
告
示
第

一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
、
当
該
老
齢
年
金
給
付
の
現
価
相
当
額
の
交
付
を
受
け
た
月
の

翌
月
か
ら
当
該
基
金
が
解
散
し
た
日
の
翌
日
が
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
期
間
に
応
ず
る
利
子
に
相
当
す
る
額
を

加
え
た
額
を
合
算
し
た
額

第
一
項
第
七
号
中
「
昭
和
六
十
年
法
律
第
三
十
四
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
昭
和
六
十
年
改
正
法
」
と
い
う
。
」
を

加
え
、
「
法
附
則
第
三
十
条
第
一
項
」
を
「
平
成
十
六
年
改
正
法
第
八
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
法
附
則
第
三
十
条

第
一
項
」
に
、
「
か
ら
第
八
号
の
三
」
を
「
及
び
第
七
号
の
三
並
び
に
第
八
号
か
ら
第
八
号
の
三
」
に
、
「
次
号
及
び

第
七
号
の
三
」
を
「
次
号
か
ら
第
七
号
の
四
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
の
三
中
「
基
金
又
は
連
合
会
が
解
散
し
た

月
」
を
「
平
成
十
七
年
三
月
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七
の
四

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
基
金
又
は
連
合
会
が
解
散
し
た
月
ま
で
の
期
間
の
全
部
又
は
一
部
の
期
間
に
係
る

各
月
の
分
の
老
齢
年
金
給
付
を
支
給
す
る
当
該
基
金
又
は
連
合
会
の
当
該
月
の
分
の
老
齢
年
金
給
付
の
受
給
権
を

有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
老
齢
厚
生
年
金
等
の
受
給
権
者
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
十
六
年
告
示
第



五
頁

一
号
イ
及
び
第
二
号
イ
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
し
た
額
の
合
計
額
（
六
十
五
歳
未
満
の
者
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
六
年
告
示
第
一
号
イ
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
し
た
額
の
合
計
額
。
第
八
号
の
四
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
十
二

で
除
し
て
得
た
額
を
合
計
し
た
額
に
、
当
該
月
の
翌
月
か
ら
当
該
基
金
又
は
連
合
会
が
解
散
し
た
日
の
翌
日
が
属

す
る
月
の
前
月
ま
で
の
期
間
に
応
ず
る
利
子
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
を
合
算
し
た
額

第
一
項
第
八
号
及
び
第
八
号
の
二
中
「
〇
・
八
七
五
」
を
「
昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
八
十
四
条
第
四
項
の
政
令

で
定
め
る
率
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
の
三
中
「
基
金
又
は
連
合
会
が
解
散
し
た
月
」
を
「
平
成
十
七
年
三
月
」
に
、

「
〇
・
八
七
五
」
を
「
昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
八
十
四
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
率
」
に
改
め
、
同
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

八
の
四

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
基
金
又
は
連
合
会
が
解
散
し
た
月
ま
で
の
期
間
に
係
る
各
月
の
分
の
老
齢
年
金
給

付
（
第
七
号
の
四
に
掲
げ
る
額
の
算
定
に
係
る
月
の
分
の
老
齢
年
金
給
付
を
除
く
。
）
を
支
給
す
る
当
該
基
金
の

加
入
員
若
し
く
は
加
入
員
で
あ
っ
た
者
又
は
当
該
連
合
会
が
当
該
老
齢
年
金
給
付
の
支
給
に
関
す
る
義
務
を
負
っ

て
い
る
中
途
脱
退
者
若
し
く
は
解
散
基
金
加
入
員
の
う
ち
、
老
齢
厚
生
年
金
等
支
給
開
始
年
齢
到
達
者
に
つ
い
て

、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
十
六
年
告
示
第
一
号
イ
及
び
第
二
号
イ
の
規
定
の
例
に
よ
り
計
算
し
た
額
の
合
計
額
を
十
二
で

除
し
て
得
た
額
に
昭
和
六
十
年
改
正
法
附
則
第
八
十
四
条
第
四
項
の
政
令
で
定
め
る
率
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
計

し
た
額
に
、
当
該
月
の
翌
月
か
ら
当
該
基
金
又
は
連
合
会
が
解
散
し
た
日
の
翌
日
が
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
期

間
に
応
ず
る
利
子
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
を
合
算
し
た
額



六
頁

第
一
項
第
九
号
の
三
中
「
基
金
が
解
散
し
た
日
ま
で
」
を
「
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九
の
四

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
基
金
が
解
散
し
た
日
ま
で
の
間
に
法
第
百
六
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当

該
基
金
が
老
齢
年
金
給
付
の
支
給
に
関
す
る
義
務
を
移
転
し
た
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
十
六
年
告
示
第
一

号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
、
当
該
基
金
が
当
該
老
齢
年
金
給
付
の
現
価
相
当
額
を
交
付
し
た

月
の
翌
月
か
ら
当
該
基
金
が
解
散
し
た
日
の
翌
日
が
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
期
間
に
応
ず
る
利
子
に
相
当
す
る

額
を
加
え
た
額
を
合
算
し
た
額

第
一
項
第
十
一
号
を
同
項
第
十
号
の
二
と
す
る
。

第
一
項
第
十
二
号
中
「
連
合
会
が
解
散
し
た
日
ま
で
」
を
「
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
を

同
項
第
十
号
の
三
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
の
四

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
連
合
会
が
解
散
し
た
日
ま
で
の
間
に
法
第
百
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
基
金
が
老
齢
年
金
給
付
の
支
給
に
関
す
る
義
務
を
承
継
し
た
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
平
成
十
六
年
告
示
第
一

号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
額
を
合
算
し
た
額
に
、
当
該
基
金
が
当
該
老
齢
年
金
給
付
の
現
価
相
当
額
の
交
付
を
受

け
た
月
の
翌
月
か
ら
当
該
連
合
会
が
解
散
し
た
日
の
翌
日
が
属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
期
間
に
応
ず
る
利
子
に
相

当
す
る
額
を
加
え
た
額
を
合
算
し
た
額

十
一

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
基
金
又
は
連
合
会
が
解
散
し
た
日
ま
で
の
間
に
法
附
則
三
十
条
第
一
項
（
同
条



七
頁

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
交
付
さ
れ
た
令
第
六
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す

る
額
に
、
当
該
額
が
交
付
さ
れ
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
当
該
基
金
又
は
連
合
会
が
解
散
し
た
日
の
翌
日
が

属
す
る
月
の
前
月
ま
で
の
期
間
に
応
ず
る
利
子
に
相
当
す
る
額
を
加
え
た
額
を
合
算
し
た
額

第
二
項
中
「
第
十
二
号
」
を
「
第
十
一
号
」
に
改
め
、
第
三
項
中
「
第
十
一
号
」
を
「
第
十
号
の
二
」
に
改
め
、
第

四
項
中
「
第
十
二
号
」
を
「
第
十
号
の
三
」
に
改
め
、
第
七
項
中
「
前
項
」
を
「
第
五
項
」
に
、
「
及
び
第
八
項
」
を

「
か
ら
第
十
項
ま
で
」
に
改
め
、
第
八
項
中
「
第
三
号
の
三
ま
で
及
び
第
五
号
か
ら
第
五
号
の
三
ま
で
」
を
「
第
三
号

の
四
ま
で
、
第
五
号
か
ら
第
五
号
の
四
ま
で
及
び
第
十
一
号
」
に
、
「
第
九
号
の
三
」
を
「
第
九
号
の
四
」
に
改
め
、

第
九
項
中
「
以
後
の
」
を
「
以
後
に
」
に
、
「
以
後
に
」
を
「
以
後
平
成
十
七
年
四
月
一
日
前
に
」
に
、
「
第
三
号
の

三
ま
で
及
び
第
五
号
か
ら
第
五
号
の
三
ま
で
」
を
「
第
三
号
の
四
ま
で
、
第
五
号
か
ら
第
五
号
の
四
ま
で
及
び
第
十
一

号
」
に
、
「
第
九
号
の
三
ま
で
」
を
「
第
九
号
の
四
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
項
中
「
第
十
二
号
」
を
「
第
十
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
第
十
一
項
と
し
、
第
九
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

平
成
十
一
年
十
月
一
日
以
後
に
合
併
等
が
あ
っ
た
基
金
（
平
成
十
七
年
四
月
一
日
以
後
に
合
併
等
が
あ
っ
た
基
金

10
に
限
る
。
）
が
解
散
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
最
後
に
算
定
し
た
額
を
第
一
項
第
一
号
に
掲

げ
る
額
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
か
ら
第
三
号
の
四
ま
で
、
第

五
号
か
ら
第
五
号
の
四
ま
で
及
び
第
十
一
号
」
と
あ
る
の
は
「
、
第
三
号
の
四
、
第
五
号
の
四
及
び
第
十
一
号
」
と



八
頁

、
「
第
七
号
か
ら
第
九
号
の
四
ま
で
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
号
の
四
、
第
八
号
の
四
及
び
第
九
号
の
四
」
と
、
同
項

第
二
号
中
「
平
成
十
一
年
十
月
」
と
あ
り
、
及
び
同
項
第
三
号
の
四
中
「
平
成
十
七
年
四
月
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
月
」
と
、
同
項
第
五
号
の
四
中
「
平
成
十
七
年
四
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
第
五

項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
日
」
と
、
同
項
第
七
号
の
四
及
び
第
八
号
の
四
中
「
平
成
十
七
年
四
月
」
と
あ
る

の
は
「
第
五
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
日
の
前
日
が
属
す
る
月
の
翌
月
」
と
、
同
項
第
九
号
の
四
中
「
平
成

十
七
年
四
月
一
日
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
に
規
定
す
る
合
併
等
が
あ
っ
た
日
」
と
す
る
。


